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世界文化遺産学習会世界文化遺産学習会11
　富士山の特徴的な自然環境を体験できる構成資産「白糸の滝」と「人穴富士講遺跡」を訪問すること
で、環境保全活動の意義について考えるための学習事業を実施しましたので、その様子を紹介します。

(1)白糸の滝見学

(2)人穴富士講遺跡見学

日　時：平成27年1月24日（土）午前8時30分から12時00分まで
場　所：「白糸の滝」と「人穴富士講遺跡」
参加者：36名
案　内：富士宮市観光ボランティアガイドの会

白糸の滝の地質的特徴の見学 お鬢水と富士講碑文の見学

人穴浅間神社 碑塔群と富士講による信仰の歴史の見学

　2班に分かれて、音止の滝、白糸の滝本体、お鬢水を見学しました。

　ガイドの方から、白糸の滝が地層の間から流れ出ている理由を、富士山形成の地質的歴史の

観点から説明を受けました。また、富士講の食行身禄の碑など、信仰の遺跡についても詳しく

説明を受けました。

　後半も、2班に分かれて、人穴浅間神社、碑塔群、溶岩洞窟の説明を受けました。特に、碑塔群

と富士講の歴史について詳しい説明がされました。

びんみず



世界文化遺産学習会「富士山の日」協賛　自然観察会22
　静岡県では、すべての県民が富士山について学び、考え、想いを寄せ、富士山憲章の理念に基づき、
後世に引き継ぐことを期する日として、2月23日が「富士山の日」と定められています。
　ふじさんネットワークでも、「富士山の日」の趣旨に賛同し、「富士山の日協賛事業」として自然観察会
を実施したので、その様子を紹介します。

1.駒門風穴見学

日　時：平成27年2月21日（土）午前9時から12時半まで

場　所：駒門風穴・御胎内清宏園（御殿場市内）
参加者：27名
案　内：駒門風穴保存会・富士山世界遺産ガイド

　超大型の溶岩洞窟である駒門風穴の洞内は照明が設置され、立って歩けるほどの天井の高さ
がありました。大広間のような大空間や、馬蹄の跡のような珍しい溶岩が観察でき、富士山の
溶岩が生んだ創造物の巨大なスケールを実感することができました。

駒門風穴の巨大な入り口 洞内の奇岩の様子

2.御胎内清宏園見学

　太古に溶岩が樹木を包んで柱状に固まった溶岩樹形、安産の信仰を集める安産夫婦岩などの
奇岩や、ナラの大木で形成された林など、富士山麓の豊かで特徴的な自然を見学し、体感する
ことができました。

公園内の奇岩 公園内の植生の見学

こまかど かざ あな お　たい ない せい こう えん
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自然観察会富士山麓における外来植物対策について33
　本年度、静岡県が実施した富士山五合目登山口へ向かう各アクセス道路（富士山スカイライン、御殿場
太郎坊線、ふじあざみライン）周辺における外来植物等調査において、要注意外来生物（生態系に悪い影響を
及ぼす恐れのある生物）が913地点16種確認されました。外来植物の侵入は富士山における環境保全の
問題の一つとなっていますが、本年度ふじさんネットワーク会員による活動の一部を紹介します。

　富士山御殿場口五合目周辺においては、宝永噴火の火山性砂礫が多く堆積し、火山荒廃地としての
様相を呈しており、森林の復旧が他の登山口とくらべ遅いことから、この周辺において地元の関係
団体等の取組みにより森林復旧のための植栽活動が活発に行われてきました。しかし、この植栽活動
において植栽木の苗木の培養土とともに他地域からの植物が侵入し、富士山の生態系に影響を及ぼす
のではないかとの問題が上がったことから、さる平成26年12月16日に県の呼びかけにより、富士山
御殿場口五合目周辺において植栽活動や環境保全活動を積極的に行っている、ふじさんネットワーク
の正会員を含む関係者が集まり積極的な意見交換
を行いました。
　意見交換においては、富士山御殿場口は現在森林
への遷移の初期段階であり、そのまま自然の遷移
にまかせた方が良いとの意見と、過去の災害事例
などから防災上の観点からも、より自然林に近い
形で人為的に復旧を図った方が良いという意見に
分かれ、結果的には結論は出ませんでしたが、それ
ぞれの団体が個々の活動の中で、今後注意して外
来種等の侵入を阻止する努力をして行く事で意見
が一致しました。
　双方の意見とも理にかなっているところはあ
り、それぞれの団体の富士山に対する思いは深く、真剣に富士山の環境問題に取組む姿勢は見習うべ
きものがありました。
　今後、富士山の自然環境を守る上で、地域に根付いた活動をしている地元団体の交流や情報交換は
大変重要な要素になってくると思われ、今後も引き続きふじさんネットワークの組織を活用した情報
交流が活発に行われる事が期待されます。
　（参加団体）NPO法人富士山の森を守るホシガラスの会、NPO法人富士山ナショナルトラスト、　　
　　　　　　NPO法人土に還る木・森づくりの会、富士山みどりの会、富士山自然誌研究会、
　　　　　　御殿場ライオンズクラブ、静岡県（自然保護課）、御殿場市（環境課）、玉穂財産区

(1)ふじさんネットワーク会員による意見交換会

　平成26年8月9日に、富士山麓の外来植物対策の一環として県で実施した「外来植物撲滅大作戦」
において小学生の親子が、富士宮市西臼塚の駐車場周辺で外来植物の駆除活動を実施しました。
　当日の指導には、植物調査の専門家と富士山エコレンジャーがあたり、駐車場周辺に繁茂した
ヒメジョオン、オオアワガエリ、シラゲガヤを説明を受けながら協働で駆除作業を実施しました。
　駆除作業終了後、近接の自然休養林内において自然観察会を行い、今回実施した活動の意味や、
富士山の成り立ちや富士山麓に植生する植物や森林の特徴等について学んでいただきました。

（2）外来植物撲滅大作戦

御殿場口五合目周辺における外来植物等に関する意見交換会



　平成27年1月11日（日）と2月14日（土）に富士山エコレンジャー講習会が開催されました。

　本年度の講習会は現地見学も含めた現地研修(1/11）と座学(2/14)に分け実施しました。

　現地研修においては静岡森林管理署の指導のもと、富士山麓の国有林を訪れ、現在国有林において計画に

基づき施業を実施されているお話や、富士山麓の自然環境に配慮した新たな取り組み等について伺うことが

できました。また、裾野市の富士山資料館においては貴重な展示物を市の学芸員の指導のもと解説をいただき

富士山の成立ちを学ぶとともに、須山浅間神社においては富士山裾野ガイド協会の方から須山浅間神社と

須山口登山道の歴史について学ぶ事ができました。

　2月14日に実施された座学においては、主に各行政機関における取組みや情報等について講義を受けました。

　富士山の自然環境保全については環境省沼津保護官事務所や県自然保護課職員より各施策の紹介や実績等

について説明があり、県世界遺産課からは富士山の世界文化遺産にかかる保全計画について説明を受けました。

　また、専門分野においては県森林林業研究センターの研究員より、現在問題となっているシカ対策について

の問題やクマの生息状況等についての情報を講義いただきました。

　富士山エコレンジャー連絡会においては、今後安全登山や救命救急に関する、より実践的な講習等も実施

して行きたいと考えております。

　エコレンジャー活動にチャレンジしたい方は是非事務局までお問合せください。要望に応じ講習会情報

等を御連絡いたします。

駆除作業の様子 自然観察会の様子

現地研修（国有林にて） 2/14の講義

富士山エコレンジャー講習会
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左：ハーゲンダッツ　ジャパン株式会社　小松　宏樹　営業本部名古屋支店長
中：ふじさんネットワーク　土　隆一 会長
右：マックスバリュ東海株式会社　木内 康彦　総務部長

日　時：平成26年12月1日（月）午後2時30分から3時まで

場　所：静岡県庁西館6階　くらし・環境部長室

出席者：マックスバリュ東海株式会社　木内 康彦　総務部長

　　　　ハーゲンダッツ　ジャパン株式会社　小松　宏樹　営業本部名古屋支店長

　　　　ふじさんネットワーク　土　　隆一　会長

      　  静岡県　齋藤　和裕　くらし・環境部長代理

内　容：　 （1） ふじさんネットワークへの寄附目録の贈呈及びふじさんネットワーク会長感謝状授与

　 （2） マックスバリュ東海株式会社への知事感謝状の授与

　　　 継続した寄附の合計額が、県表彰規程に定める額を超えたため、授与されました。

　  ［寄附金］　　

　　マックスバリュ東海株式会社　686,149円

　　　（平成25年12月26日から平成26年3月29日までの間に、静岡県内の99店舗で　　

　　 　実施した「富士山の環境保全活動募金」の全額）

　　ハーゲンダッツ　ジャパン株式会社　305,258円

　　　（平成26年7月24日～8月24日の間、135店舗における対象商品販売金額の1％）

　  ［その他］　　

　　　マックスバリュ東海株式会社からふじさんネットワークへの寄附贈呈は、平成15年度から

　　通算11回目となります。

　　　ハーゲンダッツ　ジャパン株式会社からふじさんネットワークへの寄附贈呈は、今回が

　　初めてです。

　マックスバリュ東海株式会社様及び、ハーゲンダッツ　ジャパン株式会社様から、ふじさんネットワークに

寄附金の目録が贈呈されました。

　寄附贈呈式は次のとおり実施され、寄附を受納するとともに、ふじさんネットワークの土会長が感謝状を

授与しました。また、昨年度に引き続いて多額の寄附があったマックスバリュ東海株式会社様には、静岡県から

知事感謝状が授与されました。

寄附金の目録贈呈44



　「富士山の日」に向けて、小学生向け学習リーフレット「富士山からの挑戦状」の新版を作成しました。
　クイズの正解を「グー、チョキ、パー」の三択方式にするなど、子どもたちが楽しみながら富士山
を学べる工夫をしています。
　また、昨年度版に比べて、ページ数を増やして内容を充実させたほか、静岡県内の全公立図書館
にも、初めて配付を行いました。

世界文化遺産学習会富士山からの挑戦状55

「富士山からの挑戦状」には予備がありますので、必要な方は、ふじさんネットワーク事務局まで
ご連絡ください。大人の方にも「わかりやすい」と大好評です！
また、ふじさんネットワークのホームページでもすべてのページを見ることができます。

【HP】　http://www.fujisan-net.gr.jp/topics/201412leaf.htm
【電話】　054－221－2963　【Eメール】　3776fuji@pref.shizuoka.jp
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富士見ウォーク

　本会は、昭和35年に発足し今年55年になる山岳会です。｢日の光を浴び､自然と親しむ｣
をスローガンに岩登りと冬山はやらない山岳会として自然と仲良く活動しています。
会員は全県下に441名。昨年は259回の登山行事を実施しました。総参加者は延4,420人
でした。遭難事故のないのが自慢です。富士山は私たちにとって、見えると元気が出る
不思議な力を持っている特別な山です。

　主な行事を紹介します。

2月23日の富士山の日に協賛して、清水から
吉原まで旧東海道周辺を富士を見ながらの
ウォーキングを一般募集をして実施しています。
1～3月は富士山の展望台の山を選定し登って
います。

静岡県ワンダーフォーゲル会
事務局住所　静岡市葵区唐瀬2-12-24

TEL・FAX  054-247-0292

66 会員活動紹介会員活動紹介

富士山の日ウォーク

山の歌の普及をしています。毎年5月の最終
日曜日に日本平で一般募集をして山の歌を
歌っています。

韓国の忠清南道庁山岳会と友好協定を結び
毎年交流登山を行っています。韓国の鶏龍山、
鳴聲山、烏棲山など登って来ました。静岡で
は南アルプスの茶臼岳を登ったり、富士山で
は清掃や植物観察会を実施しました。

山の歌フェスティバル

静岡市口坂本の静岡悠久の森で植樹、下刈り
などの整備をし自然観察会を協賛団体と開催
しています。

興味があればアクセスください。
swv-shizuoka.jimdo.com

静岡悠久の森自然観察会、整備

日韓交流登山

 日本平山の歌F

口坂本悠久の森


